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－旧平塚新田村「薬師堂(自源庵)」由緒― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年（２０２２）１０月 

調査 熊谷市立江南文化財センター 
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平
塚
新
田
集
会
所
在
石
造
物 

 
 

令
和
四
年(

二
〇
二
二)

十
月
二
五
日
調
査 

 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

種 

別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法 

量 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
立
年 

 
 
 
 

銘
文
等 

１
【
戦
災
復
興
集
会
所
再
建
記
念
碑
】 

高
一
三
六
・ 

幅
六
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 

昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六) 

 
 
 

表
現 

 
 
 

文
字
塔 

 
 
 
 

背
面
に
関
係
者
名
一
覧
―
略 

 
 
 

前 
 

戦
災
復
興
集
會
所
再
興
記
念
碑 

               



 
 

― 
 3 ― 

 

２

【
二
十
二
夜
待
供
養
塔
】 

 
 
 
 

高
一
〇
六 

幅
四
〇
・ 

厚
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

文
政
十
三
年 

(

一
八
三
〇) 

 
 

表
現 

蓮
座
に
半
跏
す
る
六
臂
の
如
意
輪
観
音
像
半
肉
彫
り
、
下
位
に
銘
文
を
刻
む
。 

台
石
別
に
あ
り 

 
 

 
 
 
 

具
一
切
功
徳
慈
眼
視
衆
生 

 
 

前 

二
十
二
夜
待
供
養
塔 

 
 

 
 
 
 

福
聚
海
無
量
是
故
應
頂
禮 

後 

文
政
十
三
庚
寅
年
十
月
吉
日 

 

武
州
大
里
郡
平
塚
新
田
村 

 
(

台
石) 

 

前
―
講□

 
 

 
 

左
―
お□

 

右
―
お□

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

※ 

講
中
の
人
名
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
埋
没
し
て
い
る
た
め
不
明 
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３

【
馬
頭
観
音
塔
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

髙
一
三
八 

 

幅
四
六
・ 

厚
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

緑
泥
石
片
岩 

 

文
政
十
年(

一
八
二
七) 

 
 

表
現 

草
書
体
の
文
字
塔 

 

彫
り
が
深
く
流
麗
な
文
字 

美
品 

 
 
 
 
 

台
石
に
組
む 

 
 
 
 
 

前 

馬
頭
観
世
音 

 
 
 
 
 

後 

文
政
十
丁
亥
年
十
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
州
大
里
郡
平
塚
新
田
村 

講
中 

 
 

 
 

堀 
 

七
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 
 

又
八 

 
 

 

同 
 

與
五
兵
衛 

 

同 
 

長
三
良 

 

高
田 

兵
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 
 

善
左
衛
門 

関
口 

半
五
良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
島 

善
兵
衛 

 

小
彼 

房
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
池 

安
三
良 
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４

【
庚
申
塔
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
一
二
八 

 

幅
四
七
・ 

厚
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

小
松
石 

 

正
徳
六
年(

一
七
一
六) 

 
 

表
現 

青
面
金
剛
尊
―
八
臂
像 

日
月
・
二
鶏
・
三
猿
の
装
飾
、
主
尊
の
左
右
に
銘
文
、
下
部
に
奉
納
者
の
氏
名
を
二
段
に
刻
む 

 
 

台
石
上
に
乗
る 

 
 
 
 

 

 

前 

正
徳
六 

丙
申 

天 

正
月
吉
日 

 
 

 
 

 
(

下
部) 

武
州
大
里
郡
上
吉
見
領
平
塚
新
田
村 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀 

六
左
衛
門 

 
 

 

小
彼 

七
兵
衛 

同 

吉
左
衛
門 

 
 

 

同 
 

金
次
良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
島 

小
右
衛
門 

 
 

同 
 

右
兵
衛 

内
田 

武
兵
衛 

 
 

 

同 
 

善□
 

 

曽
根 

六
右
衛
門 

 
 

山
下 

仁
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
島 

孫
兵
衛 

 
 

 

同 
 

弥□
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 
 

善
兵
衛 

 
 

 

黒□
 

九
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
彼 

弥
兵
衛 

 
 

 

高
田 

伝
兵
衛 

 
 

 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※□

は
判
読
不
明
文
字 
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５

【
二
十
二
夜
待
供
養
塔
】 

 
 
 
 

高
七
三
・ 

幅
三
三
・ 

厚
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

台
石
あ
り 

 

宝
暦
七
年(

一
七
五
七) 

 
 

表
現 

苔
蝕
が
進
み
像
容
・
銘
文
不
明
瞭 

六
臂
の
半
跏
如
意
輪
観
音
像 

天
衣
が
翼
状
に
広
り
、
持
物
を
細
部
ま
で
刻
む 

銘
文
は
側
面
に
あ
り 

 
 
 
 
 

右
側
面 

二
十
二
夜
待
供
養
塔 

 

武
州
大
里
郡
上
吉
見
領
平
塚
新
田 

 
 
 
 
 

左
側
面 

于
時
宝
暦
七
丁
丑
世
十
月
廿
二
日 

 
 

施
主 

自
源
禅
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

敬
白 

同
行
女
中
廿
六
人 
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６

【
聖
徳
太
子
塔
】 

 
 
 
 

高
一
〇
六
・ 

幅
三
四
・ 

厚
二
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

台
石
あ
り 

 
 

天
明
八
年(

一
七
八
八) 

 
 

表
現 

頭
部
に
笠
唐
破
風
を
彫
り
出
し
、
聖
徳
太
子
立
像
を
半
肉
彫
、
台
座
を
表
す
。
上
半
部
と
左
右
に
銘
文 

 
 

台
石
別
に
所
在 

 
 
 
 
 
 

上
半
部 

開
演
妙
法
度
衆
生 

 

従
於
西
方
来
誕
生 

 

伝
燈
東
方
粟
散
王 

 

敬
礼
救
世
観
世
音 

 
 
 
 
 
 

脇 
 
 

天
明
八
戊
申
龍
集□

□

吉
祥
日 

 
 
 

(

台
石
）
方
形
―
四
九×

三
七 

 
 

前
―
講□

 

・
左
―
當 

下 

本 

な
ど 

・
右
に
銘
文
あ
る
も
埋
没
の
た
め
不
明 
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７

【
廻
国
塔
】 

 
 
 
 
 
 

高
九
一
・ 

幅
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

下
端
部
埋
没 

 
 
 
 

 
 
 

天
保
十
一
年(

一
八
四
〇) 

 
 

表
現 

 

自
然
石
使
用
の
刻
字
塔 

 

緑
泥
石
片
岩 

 

前
面
に
お
よ
そ
三
行
に
分
け
て
銘
文
を
記
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
願
主
肥
前
松
浦 

 
 

 

世 

筑
前
茂
右
エ
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
山 

 

話 

肥
前
吉
兵
エ
門 

 
 
 
 
 
 

右 
 

天
下
和
須 

 
 

 
 

 
 

天
保
庚
子
亗
三
月
吉
日 

 

人 

寄
附 

津
田
村
盛
多
吉
右
エ□

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

中 
 

奉
納
大
乗
妙
典
六
十
六
部
日
本
廻
国
塔 
(

以
下
埋
没)  

 
 
 
 
 
 
 

左 
 

日
月
清
明 

 
 

 
 

 
 

肥
前
松
浦
郡
住
人 

雲
山
洞
天
行
者 

俗
名
松
永
直
次
郎 
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８

【
光
山
了
雲
行
者
墓
碑
】 

 
 

髙
五
三 

・ 

幅
二
七 

・ 

厚
一
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

文
久
三
年(

一
八
六
三) 

 
 

表
現 

 

角
柱
状
石 

文
字
刻
字 

 

前
面
と
側
面
に
銘
文 

 
 
 
 
 
 
 

前 
 

光
山
了
雲
行
者 

 
 
 
 
 
 

右 
 

文
久
三
癸
亥
年
八
月
十
三
日 

 
 

 
 
 
 
 
 

左 
 

肥
前
国
松
浦
郡
下
亀
村
産 

 

俗
名 

加
藤
吉
蔵
享
年
八
十
七
才 
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９

【
了
覚
沙
弥
墓
碑
】 

 
 
 

髙
五
四 

 
 

幅
二
五 

・ 

厚
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 

天
明
元
年(

一
七
八
一)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

表
現 

 

角
柱
状 

 

刻
字
塔 

 

前
面
に
銘
文
三
行 

 
 
 

台
石
あ
り 

 
 
 
 
 
 

右 
 

天
明
元
辛
丑
天 

 
 
 
 
 

三
列
失
祭
郡 

 
 

歸
眞 

了
覚
沙
弥 

 
左 

 

十
一
月
七
日 

 
 

 
 

桑□

村
相
泉
寺 

弟
子 
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⒑

【
自
源
達
士
墓
碑
】 

 
 

髙
四
〇
・
幅
三
四 

・
厚
三
四 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
 
 

台
石
あ
り 

 

明
和
二
年(

一
七
六
五) 

 
 

表
現 

 
 

無
縫
塔 

 

上
部 

阿
弥
陀
梵
字 

 

文
字
塔 

 
 
 

苔
蝕
が
著
し
く
銘
文
不
明
瞭 

 
 
 
 
 
 
 
 

明
和
二
乙
酉
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 
 
 
 
 
 

勝
挙 

 
 

 

梵
字 
キ
リ
ク 

 

蓮
蓮
社 

 

自
源
達
士 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 
 
 
 
 
 

木
宝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
月
朔
日 
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⒒

【
二
十
二
夜
供
養
塔
】 

 
 
 

髙(

台
石
か
ら)

一
一
二
・ 

幅
四
十
・
四
五
・ 

基
部
幅
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 
 

表
現 
如
意
輪
観
音
の
八
臂
胡
座
像 

全
身
丸
彫
、
細
部
数
珠
の
表
現
ま
で
残
る 

基
部
台
石
に
銘
文 

 
 
 
 
 
 
 

前 
 

二
十
二
夜
待 

(

以
下
埋
没) 

 
 
 
 
 
 
 

右 
 

平
塚
新
田 

女
人
講
中 

十
五
人 
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現況  南から北方向 
 

現況 東から西方向 
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石
造
物
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て 

【
現
状
】 

 

石
造
物
は
現
集
会
所
の
南
側
に
集
積
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
や
台
石
の
所
在
か
ら
従
前
よ
り
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
台
石
や
地
盤
の
沈
下
に 

よ
る
も
の
か
傾
い
て
い
る
塔
や
倒
れ
た
ま
ま
の
塔
が
散
見
さ
れ
る
。
保
存
の
た
め
の
立
て
直
し
は
基
礎
か
ら
行
う
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

【
由
来
】 

 

当
所
平
塚
新
田
は
、
地
誌
に
よ
る
と
旧
万
吉
村
の
分
郷
と
も
さ
れ
、
享
保
十
八
年(

一
七
三
三)

の
検
地
後
に
自
立
し
た
と
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 

村
内
に
は
八
幡
社
・
稲
荷
社
が
鎮
守
に
当
て
ら
れ
、「
薬
師
堂
」
が
明
記
さ
れ
「
自
源
庵
」
と
称
し
た
と
い
う
。
こ
の
薬
師
堂
が
現
在
の
集
会
所
の
前
身 

で
、
墓
碑
⒑
の
石
塔
は
こ
の
薬
師
堂
を
開
山
し
た
自
源
の
も
の
で
あ
る
。 

 

蓮
蓮
社
は
浄
土
宗
の
一
派
を
い
う
も
の
で
、
熊
谷
寺
を
は
じ
め
市
内
各
所
に
認
め
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
後
廃
寺
と
な
っ
た
例
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

石
造
物
の
年
号
か
ら
、
平
塚
新
田
村
の
成
立
し
た
江
戸
時
代
中
期
以
降
か
ら
幕
末
ま
で
の
間
石
塔
造
立
が
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
お
そ
ら
く
薬
師
堂
の 

存
続
期
間
と
一
致
す
る
の
だ
ろ
う
。 

 

【
個
別
の
石
造
物
】 

確
認
さ
れ
た
石
造
物
は
十
一
基
で
、
昭
和
期
の
１
を
除
い
た
他
は
、
す
べ
て
江
戸
時
代
中
～
後
期
に
造
ら
れ
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
庶
民
信

仰
に
よ
る
石
造
物
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
２
・
５
・
⒒
が
「
二
十
二
夜
待
供
養
塔
」、
３
が
「
馬
頭
観
音
塔
」、
４
が
「
庚
申
塔
」、
６
が
「
聖
徳
太
子
塔
」、

７
が
「
廻
国
塔
」、
８
・
９
・
⒑
が
「
個
人
墓
碑
」
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

石
造
物
の
属
性
や
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
別
説
明
に
記
し
た
の
で
、
各
地
の
例
と
比
較
し
て
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。 

○
１
は
戦
災
碑
と
さ
れ
る
も
の
は
、
戦
災
の
内
容
が
不
明
、
熊
谷
空
襲
の
余
波
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

○
６
の
「
聖
徳
太
子
供
養
塔
」
は
珍
し
い
。
市
域
で
は
文
字
塔
が
多
い
が(

野
原
文
殊
寺
境
内
な
ど)

、
本
例
は
太
子
十
六
歳
の
少
年
像
で
あ
り
、
太
子
の

父
の
用
明
天
皇
の
病
を
癒
す
祈
り
を
さ
さ
げ
る
「
孝
養
像
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
石
仏
の
類
例
は
多
く
な
い
。
彫
刻(

行
田
市
天
洲
寺
―
国
重
文)

や
絵
画

な
ど
に
は
多
数
み
ら
れ
て
、
太
子
を
讃
え
る
言
葉
が
像
上
部
に
四
行
見
え
る
こ
と
か
ら
絵
画
の
形
式
を
写
し
て
こ
の
石
仏
が
造
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

太
子
の
持
つ
香
炉
部
分
は
欠
け
て
い
る
が
、
全
姿
の
彫
刻
や
文
字
の
配
置
な
ど
精
緻
な
作
り
込
み
で
、
当
該
例
で
は
優
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
形
品
で
あ
る
こ
と
や
入
念
の
作
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
市
中
の
石
工
の
製
作
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
埋
没
し
て
い
る
が
台

石
が
あ
り
、
講
中
の
人
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
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○
４
の
庚
申
塔
は
、
市
内
で
も
江
戸
時
代
中
期
頃
に
よ
く
見
る
作
例
で
、
市
内
の
旧
村
単
位
の
路
傍
や
寺
院
で
見
つ
け
や
す
い
。
賽
ノ
神
の
信
仰
と
一

緒
に
な
っ
て
、
青
面
金
剛
と
い
う
憤
怒
の
仏(

悪
疫
や
悪
心
を
調
伏
す
る
役
目
を
持
っ
て
い
た)

を
表
現
し
村
に
入
る
悪
い
も
の
防
ぐ
と
考
え
て
い
た
。 

本
例
も
表
情
や
持
物(

六
臂
―
六
本
の
腕
を
持
つ 

法
具
―
輪
宝
・
弓
矢
・
矛
・
羂
索)

が
良
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
残
り
も
良
い
方
と
思
わ
れ
る
。 

下
部
に
記
さ
れ
る
氏
名
に
は
１
の
碑
と
同
一
姓
が
み
ら
れ
、
江
戸
期
か
ら
ほ
ぼ
現
在
ま
で
各
家
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

○
３
の
馬
頭
観
音
塔
は
、
草
書
体
で
書
か
れ
た
文
字
塔
で
あ
り
、
緑
泥
石
片
岩(

小
川
町
青
山
付
近
や
長
瀞
町
野
上
付
近
で
採
取)

の
加
工
し
て
い
な
い 

剥
離
面
に
彫
刻
す
る
。
筆
者
の
記
名
が
み
ら
れ
な
い
が
、
同
時
代
で
は
、
僧
侶
な
ど
の
作
例
が
多
い
。
背
後
に
「
講
中
」
十
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、 

日
常
的
に
馬
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
農
家
や
荷
運
び
の
請
負
者
ら
が
仲
間
を
募
っ
て
、
運
行
の
安
全
を
祈
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
熊
谷
宿
で
の
傳
馬
役 

に
は
、
農
家
が
使
役
さ
れ
て
お
り
、
負
担
も
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
飼
い
馬
は
大
切
な
身
内
で
あ
っ
た
。 

○
７
の
廻
国
塔
は
、
日
本
国
の
六
十
六
ヵ
所
の
霊
場
を
巡
り
納
経
を
す
る
も
の
で
、
成
し
遂
げ
た
証
に
造
塔
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
塔
の
造
立
者
は
、 

銘
文
に
よ
る
と
肥
前
松
浦
出
身
者
で
あ
る
、
現
在
の
佐
賀
県
松
浦
郡
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
縁
で
こ
の
地
で
の
造
立
に
至
っ
た
の
か
知
り
た
い
と
こ 

ろ
だ
が
、
世
話
人
の
一
人
に
、
津
田
村
の
盛
多
氏
の
名
が
あ
り
、
肥
前
出
身
者
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
か
。 

木
像
の
大
仏
で
知
ら
れ
る
平
戸
の
源
宗
寺
の
開
基
と
さ
れ
る
藤
井
氏
も
肥
前
国
出
身
で
宗
門
は
同
じ
浄
土
宗
で
あ
る
こ
と
が
関
係
す
る
の
か
も
し
れ 

な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
肥
前
出
身
の
松
永
氏
が
結
願
で
造
塔
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
に
留
ま
り
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
肥 

前
出
身
者
が
二
名
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
郷
人
あ
る
い
は
縁
戚
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

○
二
十
二
夜
待
塔
は
三
基
あ
り
、
５
・
⒒
・
２
の
順
に
継
続
し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⒒
の
造
立
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
よ
そ
三
十 

年
句
切
り
と
す
る
と
、
一
世
代
程
度
で
の
代
替
わ
り
時
期
に
女
衆
の
講
中
に
よ
っ
て
建
て
続
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
庚
申
講
が
男
性
の
度
合
い
が
強 

い
の
に
対
し
、
二
十
二
夜
待
は
女
性
の
講
中
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
塔
も
形
が
異
な
っ
て
お
り
、
⒒
は
全
姿
を
丸
彫
し
た
人
体
像
と
な
っ
て
い
る
。
細 

部
ま
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
蓮
座
や
台
石
を
伴
っ
た
入
念
作
と
い
え
る
。
２.

の
離
れ
て
い
る
台
石
に
は
講
中
の
女
性
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
思
れ
る 

が
埋
没
し
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。 

○
墓
碑
三
基
は
江
戸
後
期
の
三
人
の
薬
師
堂
の
庵
主
と
考
ら
れ
る
僧
侶
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
塔
に
出
自
が
記
さ
れ
た
よ
う
で
、
８
は
肥 

前
国
松
浦
郡(

佐
賀
県)

、
７
は
三
州(

愛
知
県)

の
出
身
の
よ
う
だ
。「
失
」
は
「
矢
」
の
誤
字
か
。
薬
師
堂
を
開
山
し
た
自
源
の
出
自
は
不
明
だ
が
自
源 

の
没
年
が
明
和
二
年(

一
七
六
五)

な
の
で
、
六
〇
歳
前
後
の
死
没
年
と
す
る
と
、
自
源
の
青
年
期
は
平
塚
新
田
村
の
開
村
と
符
合
す
る
の
で
、
村
の
仏 

堂
の
建
立
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
里
の
修
験
者
・
俗
界
の
出
家
者
な
ど
が
薬
師
堂
の
護
り
手
と
と
も
に
日
常
の
仏
事
や
祭
事
、 
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加
え
て
寺
小
屋
的
に
村
の
児
ら
に
手
習
い
を
教
え
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

 
ま
と
め 

平
塚
新
田
村
で
は
、
山
下
家
文
書
が
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、

同
会
か
ら
目
録
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
文
書
は
現
在
熊
谷
市
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
熊
谷
市
立
図
書
館
と
市
史
編
纂
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

今
後
発
行
さ
れ
る
熊
谷
市
史
資
料
編
（
近
世
、
近
代
・
現
代
）
や
通
史
編
に
も
反
映
さ
れ
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

石
造
物
は
、
古
文
書
と
違
い
屋
外
に
あ
り
人
目
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
が
、
百
年
以
上
の
時
間
経
過
と
と
も
に
由
来
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
。
平
塚
新
田
村
の
先
人
は
、
村
の
成
立
と
薬
師
堂
の
建
設
と
い
う
大
き
な
節
目
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
や
当
た
り
前
に
日
常
を
生
き
、
地
域

の
仲
間
と
集
い
、
協
力
し
て
多
く
の
石
造
物
を
残
し
た
。
こ
れ
は
後
世
に
自
分
た
ち
の
生
活
し
た
生
き
た
証
を
、
石
仏
と
い
う
「
い
し
ぶ
み
」
に
託
し

て
現
代
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
い
つ
か
は
風
化
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
「
い
し
ぶ
み
」
を
、
で
き
れ
ば
地
域
で
も
見
直
し
て
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
保
護
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
地
域
史
の
理
解
や
郷
土
愛
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


